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Darwin, On the Origins of Species, 1859 年）やハクスリーの『進化と倫理』（T. Huxley, Evolution 
and Ethics, 1893 年）などは、厳復の中国語訳『天演論』（1898 年）によって、自然科学としての
進化論というよりは、「社会進化論」とでも言うべきものに姿を変えて伝えられました。そこで盛
んに鼓吹されたスローガンは、「適者生存」、「優勝劣敗」の原理でした。即ち、理に適った者
だけが生き残っていく、優れている者は勝ち、劣っている者はいずれ敗れ去る、という思想で
す。 
 言うまでもなく、この時期は欧米や日本の帝国主義による中国侵略の時代とも重なります。漢
字という不合理な文字体系を使用している限り、我々の中華文明はいずれ滅んでしまうに違い
ない、という恐怖にも似た感情が彼らを漢字廃止運動に駆り立てたであろうことは、想像に難く
ありません。 
 もちろん、この文字改革運動は成功しませんでした。現在の中華人民共和国では、次善の
策として、漢字の画数を減らし簡略化した「簡体字」と、ローマ字によって補助的に発音を表す
「ピンイン（拼音）」の方式が採用されています。ただし、毛沢東が 1951 年に指示した、「文字改
革は行われなければならない、表音文字化の方向に進まなければならない」との方針は、公
的にはいまだに撤回されていません。 
 
３．漢字と失語症 
■失語症 
 では、漢字というものは本当に合理性のない、いずれは滅ぶ運命にある無用の長物なので
しょうか。必ずしもそうではない、ということが近年になって意外な分野からわかってきました。 
108
 「失語症」とは、大脳の言語中枢の損傷によって生じた、言葉の表出と了解が障害された状
態のことを指し、聴力障害や視力障害、意識障害とは明確に区別されます。失語症の症状は、
言語の基本的な４つの側面、「聞く」、「話す」、「読む」、「書く」のいずれにおいても現れる可能
性がありますが、このうち「読む」に関わる障害に「失読」というものがあります。 
 「失読」は書かれている文字が認識できないという症状ですが、その症状を持つ患者は一般
に仮名で書かれた単語よりも漢字で書かれた単語の方が理解しやすいと言います。言語訓練
で漢字仮名混じり文を示した場合、漢字で書かれた名詞の部分は理解できても、ひらがなで
書かれた助詞の部分が理解できないというケースもままあるのだそうです。 
 
■文字の認識プロセスの違い 
 こうした事例から分かってきたことは、表音文字と表意文字では脳の中で文字を認識するプ
ロセスが異なるのではないかということでした。表音文字の場合、文字の持っている情報はい
ったん音に変換され、その後で音が意味に変換されるという経路をたどります。それに対して、
表意文字では文字の情報が音を経由することなく、直接意味に変換されるので、表音文字に
比べて一つプロセスが少ないことになります。そのため、言葉を音として思い浮かべることが困
難になる失語症でも、漢字の理解は比較的障害されにくいのではないかと考えられています。 
 
おわりに 
 漢字という表意文字はアジアに中国を中心とする巨大文明圏を形作り、またその社会構造を
長く規定してきました。漢字が生まれた瞬間から、中国人はそれに支配される運命にあったと
言えるでしょう。中国近代の文字改革運動が成功しなかったのは、中国人が漢字を捨てようと
しても捨てられなかった、ということにほかならず、漢字と中国人はまさしく愛憎半ばする関係
で結ばれています。そしてこれは、「漢字文化圏」に属し、同じく古代から漢字を使用し続けて
きた私たち日本人についても言えることです。 
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